













































は、現代社会へ痛烈な示唆を投げかけています。かつて漱石や鴎外が近代化の中で危惧したことが現実化 いるのです。排他主義に伴う言葉の軽さ、虚言の横行に切歯扼腕の日常です。言葉は心そ ものです。本誌十一年の足跡はささやかながら誠実の証だと思い す。執筆者と読者の心の疎通 ためにも、より多くのご投稿 願っています。	
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